
                   

 
   

徳
冨
蘆
花
の
『
不
如
帰
』
は
、
浪
子
と

武
男
の
悲
恋
を
軸
と
し
、
明
治
31
～
32

(

1898
～
1899)

年
に
か
け
て
掲
載
し
た
新
聞

小
説
で
す
。
ヒ
ロ
イ
ン
の
浪
子
が
病
気

の
た
め
転
地
療
養
し
た
地
と
し
て
描
か

れ
た
逗
子
は
、
風
光
明
媚
な
保
養
地
と

し
て
一
躍
有
名
に
な
り
ま
し
た
。 

         

 

蘆
花
は
明
治
31(

1898)

年
夏
に
逗
子
の

柳
屋
に
滞
在
し
て
い
た
折
、
た
ま
た
ま

福
家
安
定(

ふ
け 

や
す
さ
だ)

陸
軍
中
佐

の
夫
人
・
福
家
安
子
と
同
宿
し
ま
し
た
。 

福
家
中
佐
は
日
清
戦
争
の
戦
地
で
す
で

に
病
死
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
山
巌(

お

お
や
ま 

い
わ
お)

陸
軍
大
将
に
副
官
と
し

て
仕
え
た
人
物
で
し
た
。
福
家
中
佐
は

大
山
大
将
の
腹
心
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、

夫
人
も
大
山
家
の
内
情
を
よ
く
知
っ
て

い
ま
し
た
。
福
家
夫
人
は
蘆
花
に
、
大
山

家
の
長
女
・
信
子
に
つ
い
て
、
三
島
弥
太

郎(

み
し
ま 

や
た
ろ
う)

と
結
婚
し
て
ま

も
な
く
結
核
に
か
か
っ
た
こ
と
、
そ
の

後
離
縁
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
話

し
ま
し
た
。
蘆
花
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
即

座
に
小
説
に
す
る
事
を
思
い
つ
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
。 

逗子市立図書館報 

第 20 号 

2019 年 7 月 1 日発行 

逗子市立図書館 

逗子市逗子 4-2-10 

046(871)5998 

https://www.library.cit

y.zushi.lg.jp 

 

 

『不如帰』と横浜正金銀行①

―『不如帰』編― 

 

 

小
説
『
不
如
帰
』
に
つ
い
て 

『不如帰』初版の口絵に描かれた 

浪子像（黒田清輝画） 

『名著複刻全集近代文学館[26]』 

(日本近代文学館)より 

https://www.library.city.zushi.lg.jp/
https://www.library.city.zushi.lg.jp/


 
後
に
蘆
花
は
『
不
如
帰
』
第
百
版
の
序

文
「
第
百
版
不
如
帰
の
巻
首
に
」(

明
治

42(

1909)

年)
の
中
で
、
「
話
の
骨
に
勝
手

な
肉
を
つ
け
て
」
小
説
を
書
き
上
げ
た

と
述
懐
し
、
浪
子
と
武
男
の
話
は
事
実

と
異
な
る
作
り
話
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
て
い
ま
す
。 

  

大
山
家
と
三
島
家
は
同
じ
薩
摩
の
出

身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
も
と
も
と
親

し
い
行
き
来
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
大

山
巌
は
明
治
陸
軍
の
実
力
者
で
、
西
郷

隆
盛
・
従
道(

じ
ゅ
う
ど
う
／
つ
ぐ
み
ち)

兄

弟
と
は
従
兄
弟
の
関
係
で
す
。
三
島
弥

太
郎
の
父
・
通
庸(

み
ち
つ
ね)

は
、
県
令

や
警
視
総
監
を
歴
任
し
、
勲
功
に
よ
り

華
族
に
列
せ
ら
れ
子
爵
と
な
り
ま
し
た
。 

 

大
山
信
子
と
三
島
弥
太
郎
の
結
婚
の

媒
酌
人
は
西
郷
従
道
が
つ
と
め
ま
し
た
。

小
説
『
不
如
帰
』
に
は
、
従
道
夫
妻
を
思

わ
せ
る
加
藤
夫
妻
が
登
場
し
ま
す
。 

     

信
子
は
幼
少
の
頃
実
母
を
亡
く
し
、

継
母
・
捨
松
（
す
て
ま
つ
）
を
迎
え
て
い

ま
す
。
捨
松
は
、
明
治
4(

1871)

年
の
岩
倉

使
節
団
の
一
員
と
し
て
、
津
田
梅
子
ら

と
共
に
渡
米
し
た
日
本
初
の
女
子
留
学

生
の
一
人
で
す
。
後
に
大
山
巌
と
結
婚

し
、
鹿
鳴
館
で
は
諸
国
と
の
外
交
活
動

を
担
っ
た
た
め
「
鹿
鳴
館
の
華
」
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。 

 

   

弥
太
郎
は
明
治
17(

1884)

年
、
17
歳
の

時
に
渡
米
し
、
農
政
経
済
学
を
学
び
ま

し
た
。
留
学
中
に
父
・
通
庸
が
急
逝
し
ま

し
た
。
弥
太
郎
は
一
時
帰
国
し
ま
す
が
、

再
び
渡
米
し
て
勉
強
を
続
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
身
の
病
気
の
為
、
明
治
25

(

1892)

年
夏
に
帰
国
し
ま
し
た
。
帰
国
後
、

信
子
の
母
・
捨
松
と
も
親
し
い
津
田
梅

子
の
仲
介
に
よ
り
信
子
と
の
縁
談
が
す

す
め
ら
れ
、
翌
年
春
に
二
人
は
祝
福
さ

れ
つ
つ
結
婚
し
ま
し
た
。 

    

三島弥太郎 

（1867-1919） 

国立国会図書館 HP 

「近代日本人の肖像」 

より 

 

大山捨松 
(1860-1919） 

国立国会図書館 HP 

「近代日本人の肖像」 

より 

 

大
山
家
と
三
島
家 

大山巌 
(1842-1916) 

 国立国会図書館 HP 

「近代日本人の肖像」 

より 

 



 
と
こ
ろ
が
信
子
は
、
結
婚
後
わ
ず
か

2
ヶ
月
で
結
核
を
発
症
し
て
し
ま
い
ま

す
。
1
ヶ
月
ほ
ど
三
島
家
で
療
養
し
ま

し
た
が
、
快
方
に
向
か
わ
ず
実
家
に
戻

り
ま
し
た
。
小
説
の
浪
子
は
逗
子
に
転

地
し
ま
す
が
、
実
在
の
信
子
が
滞
在
し

た
の
は
、
父
・
巌
の
従
妹
の
嫁
ぎ
先
で
あ

る
鮫
島
員
規
（
さ
め
じ
ま 

か
ず
の
り
）
海
軍

大
佐
の
横
須
賀
の
別
邸
で
し
た
。
鮫
島

大
佐
は
当
時
、
横
須
賀
鎮
守
府
参
謀
長

の
任
に
あ
り
ま
し
た
。
弥
太
郎
は
信
子

を
見
舞
い
に
た
び
た
び
横
須
賀
を
訪
れ

た
よ
う
で
す
。
弥
太
郎
を
始
め
、
周
囲
の

人
々
の
回
復
へ
の
願
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
信
子
の
病
気
は
悪
化
す
る
ば
か
り

で
し
た
。
離
縁
話
が
持
ち
こ
ま
れ
、
結
婚

2
年
後
の
明
治
28(

1895)

年
、
二
人
の
離

婚
が
正
式
に
成
立
し
ま
し
た
。 

 

小
説
で
は
武
男
の
母
の
川
島
夫
人
は

冷
酷
な
姑
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、

弥
太
郎
の
子
の
通
陽
（
み
ち
は
る
）
氏
は
、

「
実
際
の
祖
母
は
決
し
て
あ
ん
な
冷
酷

一
点
張
り
の
悪
婦
で
な
か
っ
た
事
は
、

皆
が
証
明
す
る
所
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

信
子
は
東
京
の
大
山
家
の
離
れ
に
移

っ
て
療
養
を
続
け
ま
し
た
が
、
明
治
29

(

1896)

年
、
20
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。 

        

              

弥
太
郎
は
、
再
婚
し
て
新
し
い
家
庭

を
築
き
ま
し
た
。
弥
太
郎
は
貴
族
院
議

員
を
務
め
な
が
ら
国
際
金
融
に
従
事
し
、

横
浜
正
金
銀
行
頭
取
や
日
銀
総
裁
を
歴

任
し
ま
し
た
。 

信
子
の
療
養 

《軍港都市横須賀の発展》 

横須賀は、明治17年に横浜から鎮守府が移された

のを機に多くの軍の関係施設や人が集まり、軍港

都市としての発展を遂げました。当時の海軍大臣・

西郷従道と陸軍大臣・大山巌は横須賀までの鉄道

建設の必要性を訴え、明治22年には横須賀線が開

通しました。軍人たちが居住する官舎や持ち家も

多く建てられ、住宅地も広がっていきました。 

弥
太
郎
・
弥
彦
兄
弟
と
横
浜
正
金
銀
行 

三島弥太郎の遺品の中から 

見つかったという大山信子の肖像写真 

（『不如帰－逗子再発見－』より） 



弥
太
郎
に
は
20
歳
近
く
年
下
の
弟
・

弥
彦(
や
ひ
こ)

が
い
ま
し
た
。
弥
彦
は
運

動
方
面
で
「
超
万
能
選
手
」
で
し
た
。
明

治
45(

1912)

年
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
五
輪

に
は
陸
上
短
距
離
走
の
選
手
と
し
て
、

マ
ラ
ソ
ン
の
金
栗
四
三
（
か
な
く
り 

し
そ

う
）
と
共
に
日
本
人
で
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。 

 

弥
彦
は
五
輪
が
終
わ
る
と
世
界
を
歴

訪
し
、
翌
年
（
大
正
2(

1913)

年
）
2
月

に
帰
国
、
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
横
浜
正

金
銀
行
本
店
に
入
行
し
ま
し
た
。
弥
彦

は
海
外
勤
務
が
多
く
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
を
皮
切
り
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ

ン
ド
ン
、
北
京
、
バ
タ
ビ
ヤ
等
、
欧
米
や

ア
ジ
ア
各
国
に
あ
る
横
浜
正
金
銀
行
の

支
店
に
赴
任
し
、
昭
和
18(

1943) 

年
に
退

職
し
ま
し
た
。 

     

 

             

   

 

〈
主
な
参
考
資
料
〉 

『
柳
屋
の
独
歩
・
蘆
花
』
木
村
彦
三
郎
著 

石
渡
喜
市 

（
P

910

ｷ
／
94.Z

ｷ
） 

『
不
如
帰
―
小
説
―
改
版
』
徳
富
蘆
花
作 

岩
波
書
店(

ZY

F

ﾄ) 

『［
市
制
40
周
年
記
念
］
不
如
帰
―
逗
子
再
発
見
―
』 

市
制
40
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
（
29.Z

ｼ
／
P

291.3

ｼ
） 

『
大
山
巌 

3
』
児
島
襄
著 

文
芸
春
秋
（
S

289.1

ｵ-3
） 

『
鹿
鳴
館
の
貴
婦
人
大
山
捨
松
―
日
本
初
の
女
子
留
学
生
―
』 

 
 

 

久
野
明
子
著 

中
央
公
論
社
（

289.1

ｵ
） 

『
三
島
弥
太
郎
関
係
文
書
』 

尚
友
倶
楽
部
・
季
武
嘉
也
編 

芙
蓉
書
房
出
版
（

28.Z

ﾐ
） 

『
三
島
和
歌
子
覚
書
』 

尚
友
倶
楽
部
史
料
調
査
室
・
内
藤
一
成
編 

 

芙
蓉
書
房
出
版
（

28.Z

ﾐ
） 

『
日
本
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
三
島
弥
彦 

―
伝
記
と
史
料
―
』 

尚
友
倶
楽
部
史
料
調
査
室
・
内
藤
一
成
・
長
谷
川
怜
編 

芙
蓉
書
房
出
版
（

782.3

ﾆ
） 

『
新
横
須
賀
市
史 

別
編
文
化
遺
産
』
横
須
賀
市
編 

 
横
須
賀
市
（

21.S

ﾖ

ﾍﾞﾂ-1
） 

『
横
浜
正
金
銀
行
』
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
編 

 
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
（

33.A

ﾖ
） 

《三島弥彦とスポーツ》 

弥彦は野球・陸上・ボート・ホッケー・ラグビー・

テニス・水泳・ラクロス・柔道・相撲からスキー・

スケートまであらゆる競技に取り組み、相当の

実績を上げました。湘南の海で波乗りや遠泳も

楽しんでいたようです。明治41年8月の日記に

は、小坪の岬に潜ったという記述があります。 

 

三島弥彦 
（1886-1954） 

『日本初の 

オリンピック 

代表選手 

三島弥彦』 

より 


